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ま
ず
は
、
日
ご
ろ
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
町
内
の
皆

様
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
ま
た
、
当
社
の
こ
と
を
ご

存
じ
で
な
い
皆
様
に
は
、
こ
の
機
会
に
知
っ
て
い
た
だ
け
ま
し
た

ら
幸
い
で
す
。

当
社
は
、
今
年
４
月
に
設
立
し
た
ば
か
り
の
Ｔ
Ｓ
Ｋ
さ
ん
い
ん

中
央
テ
レ
ビ
グ
ル
ー
プ
の
農
業
法
人
で
す
が
、
実
際
に
は
別
の
法

人
格
で
昨
年
１
月
か
ら
八
束
町
で
農
業
を
始
め
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
局
が
何
で
農
業
を
す
る
の
？
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う

が
、
農
業
は
と
て
も
重
要
な
産
業
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
全
国

的
に
農
業
離
れ
が
進
み
つ
つ
あ
る
な
か
、
農
地
の
有
効
活
用
や
耕

作
放
棄
地
の
再
生
、
そ
し
て
農
業
の
担
い
手
を
増
や
し
て
い
く
こ

と
に
よ
っ
て
、
人
と
地
域
社
会
を
つ
な
ぎ
、
地
域
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
農
業
を
始
め
ま
し
た
。

現
在
は
、町
内
の
農
地
を
お
借
り
し
て
、由
志
園
ア
グ
リ
フ
ァ
ー

ム
様
を
は
じ
め
、
Ｊ
Ａ
く
に
び
き
様
や
地
元
の
皆
様
の
ご
支
援
の

も
と
、
雲
州
人
参
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
レ
タ
ス
、
そ
ば
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ

な
ど
を
栽
培
し
て
お
り
、
今
後
、
牡
丹
の
栽
培
に
も
取
組
み
ま
す
。

そ
し
て
、
Ｔ
Ｓ
Ｋ
さ
ん
い
ん
中
央
テ
レ
ビ
で
は
、
セ
ブ
ン

オ
ー
ダ
ー
（
７
o
r
d
e
r
）
と
い
う
男
性
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー

プ
の
２
名
を
起
用
し
た
「
結
び
農
縁
」
と
い
う
番
組
を
制
作
し
、

Y
o
u
T
u
b
e
で
配
信
（
年
に
数
回
は
Ｔ
Ｓ
Ｋ
で
も
放
映
）
し

て
い
ま
す
。こ
こ
八
束
町
を
舞
台
に
、彼
ら
が
実
際
に
農
業
を
や
っ

て
み
て
、
農
業
の
大
切
さ
や
八
束
町
の
魅
力
を
感
じ
な
が
ら
、
町

民
の
皆
様
と
の
心
温
ま
る
触
れ
合
い
を
通
じ
て
成
長
し
て
い
く
番

組
で
す
。
皆
様
も
是
非
ご
覧
に
な
っ
て
下
さ
い
。

最
後
に
八
束
町
以
外
で
の
事
業
に
つ
い
て
少
し
だ
け
紹
介
し

ま
す
。
出
雲
市
東
神
西
町
で
１
０
月
か
ら
「
生
き
く
ら
げ
」
の

栽
培
を
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、大
社
町
で
も
令
和
７
年
春
に
向
け
、

い
ち
ご
の
生
産
と
「
観
光
い
ち
ご
農
園
」
の
開
業
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

Ｔ
Ｓ
Ｋ
農
縁
は
農
業
を
通
じ
て
八
束
町
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

す
。
ど
う
か
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

八
束
町
の
皆
様
、
は
じ
め
ま
し
て
。

今
日
は
紙
面
を
お
借
り
し
ま
し
て
、
私
た
ち
「
株
式
会
社
Ｔ
Ｓ

Ｋ
農
縁
」
が
ど
ん
な
会
社
か
に
つ
い
て
と
、
こ
こ
八
束
町
で
何
を

や
っ
て
い
る
か
、
に
つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

八
束
町
を
盛
り
上
げ
る
た
め

頑
張
り
ま
す
！

株
式
会
社
Ｔ
Ｓ
Ｋ
農
縁

代
表
取
締
役
社
長　

清 

田 

睦 

人男性アイドルグループ　セブンオーダー（7order）
左端 萩谷 慧悟　　　　　　　　右端 安井謙太郎

菜の花畑

雲州人参畑

YouTube
チャンネル
「結び農縁」
配信中
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『
儲
か
る
農
業
を
目
指
し
て
』

大
根
島
は
、
明
治
以
降
肥
沃
な
農
地
を
活
用
し
、
養
蚕
業
、
雲
州
人
参
栽
培
、
牡
丹
苗
木
栽
培
な

ど
の
特
産
作
物
を
生
産
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
農
業
従
事
者
の
減
少
と
と
も
に
、

耕
作
放
棄
地
が
増
加
し
、
農
業
収
益
は
減
少
し
て
い
ま
す
。
本
日
は
、
農
業
者
で
あ
り
市
農
業
委
員
、

市
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
皆
様
方
や
、
町
内
で
営
農
さ
れ
て
い
る
農
業
生
産
法
人
役
員
の
皆

様
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
魅
力
の
あ
る
儲
か
る
農
業
に
つ
い
て
対
談
し
ま
し
た
。

特集
第18回

座談会

《
座
談
会
　
メ
ン
バ
ー
》

①
市
農
業
委
員　

渡
部
　
文
明
（
波
入
）

②
市
農
地
利
用
最
適
正
化
推
進
委
員　

吉
岡
　
郁
夫
（
遅
江
）

③
市
農
地
利
用
最
適
正
化
推
進
委
員　

吉
岡
　
敏
弘
（
入
江
）

④
由
志
園
ア
グ
リ
フ
ァ
ー
ム
㈱　

専
務
取
締
役　

渡
部
　
卓
也
（
馬
渡
）

⑤
㈱
Ｔ
Ｓ
Ｋ
農
縁　

取
締
役
営
農
事
業
部
長　

岩
田
　
政
彦
（
事
務
所
・
二
子
）

⑥
市
八
束
公
民
館　

館
長　

池
田
　
　
均
（
遅
江
）

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
大
根
島

の
農
地
に
つ
い
て
は
、
以
前
の
大

根
島
を
思
い
出
す
と
、
整
然
と
規
則

正
し
く
並
ん
だ
屋
根
が
特
徴
の
雲

州
人
参
畑
、
そ
の
間
に
は
牡
丹
畑

と
青
々
と
し
た
季
節
の
野
菜
、
何

処
を
見
渡
し
て
も
キ
チ
ン
と
手
入

畑
で
す
。
高
校
生
の
時
（
手
押
し
の

耕
運
機
し
か
な
い
時
代
）
当
時
の
先

生
が
、
お
前
は
大
根
島
か
、
大
根
島

は
い
つ
行
っ
て
も
畑
に
草
が
一
本
も

生
え
と
ら
ん
、
お
百
姓
さ
ん
が
畑
を

大
切
し
て
い
る
証
だ
ぞ
。
と
言
っ
た

言
葉
が
誇
ら
し
く
記
憶
に
残
っ
て
い

ま
す
。
ま
ず
初
め
に
、
市
農
業
委
員

会
の
皆
様
方
に
日
頃
の
活
動
等
に
つ

て
お
聞
き
し
ま
す
。

市
農
業
委
員
会
の
活
動

渡部　文明さん
（波入）

渡
部
（
文
）：
今
年
の
７
月
に
市
農
業
委

員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
農
業
委
員
19

名
が
市
長
か
ら
３
年
間
の
任
期
で

「
市
農
業
委
員
」
に
任
命
さ
れ
ま
し

た
。
主
な
活
動
内
容
は
、
農
地
の
権

利
移
動
の
許
可
等
の
合
議
体
と
し
て

の
意
思
決
定
や
、
市
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
と
連
携
し
て
の
現
場
活

動
等
で
す
。

吉
岡
（
郁
）：
私
と
吉
岡
敏
弘
さ
ん
の
２

人
は
、
７
月
の
総
会
に
お
い
て
３
年

間
の
任
期
で
「
市
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
」
を
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
活
動
内
容
は
、
担
当
地
区
に
お

け
る
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
に

向
け
た
農
地
の
出
し
手
・
受
け
手
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
、
遊
休
農
地
の
発
生

防
止
・
解
消
の
推
進
や
、
地
域
の
農

業
者
等
と
の
話
し
合
い
の
推
進
等
、

農
業
委
員
と
連
携
し
た
現
場
活
動
に

な
り
ま
す
。

吉
岡
（
敏
）：
先
ほ
ど
、
吉
岡
郁
夫
さ
ん

か
ら
話
が
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
７

月
に
「
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
」
を
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
の
で
よ

池
田
（
司
会
）：
戦
後
間
も
な
い
昭
和
25

年
頃
は
、
約
４
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

農
地
に
、
約
２
１
０
０
人
が
農
業
に

従
事
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
私
の
記

憶
に
あ
る
の
は
昭
和
30
年
代
の
島
全

体
を
覆
い
つ
く
す
、
緑
の
桑
畑
と

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
よ
う
な
雲
州
人
参 〈左から（敬称略）〉吉岡敏弘、吉岡郁夫、渡部文明、

　　　　　　　渡部卓也、岩田政彦、池田均

大塚山周辺の牡丹畑と雲州人参畑等
（２０００年３月撮影）
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れ
さ
れ
、
雑
草
は
殆
ん
ど
見
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
最
近

は
、
耕
作
放
棄
地
が
彼
方
こ
ち
ら

に
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

渡
部
（
文
）：
松
江
市
が
地
域
農
業
の
将

来
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
令

和
元
年
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
内
容

は
、「
今
後
も
農
業
を
継
続
す
る
か

否
か
」
で
す
。
今
後
3
年
程
度
継
続

す
る
が
18
%
、
５
年
程
度
が
21
%
、

10
年
程
度
が
26
％
で
し
た
。
合
計
す

る
と
令
和
元
年
か
ら
10
年
以
内
に

65
％
の
農
業
者
が
リ
タ
イ
ア
す
る
と

読
み
取
れ
ま
す
。
ま
た
、
自
身
の
集

落
・
地
域
内
の
農
業
を
持
続
可
能
な

も
の
に
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、

の
問
い
に
対
し
、
28
％
の
方
が
、「
地

域
農
業
の
中
心
と
な
る
経
営
体
に
農

地
を
集
積
し
、
そ
こ
に
若
い
人
が
参

加
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
。」

ま
た
、
39
％
の
方
が
「
今
後
、
地
域

の
中
心
と
な
る
経
営
体
を
創
出
し
、

そ
の
経
営
体
に
農
地
を
集
積
し
、
若

い
人
が
参
加
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と

思
う
。」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
今

後
の
地
域
農
業
に
つ
い
て
は
、
67
％

が
農
業
の
法
人
化
が
必
要
と
読
み
取

れ
ま
す
。

池
田
（
司
会
）：
次
に
、
大
根
島
の
農
地
・

農
業
の
現
状
、
並
び
に
営
農
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

農
地
・
農
業
の
現
状

吉岡　敏弘さん
（入江）

 

吉
岡
（
敏
）：
現
在
の
主
な
就
農
者
は
、

ほ
と
ん
ど
が
中
高
年
以
上
の
年
齢
で
、

若
手
の
就
農
者
は
僅
か
で
す
。
先
ほ

ど
、
渡
部
文
明
農
業
委
員
か
ら
松
江

市
の
近
い
将
来
の
担
い
手
不
足
の
話

が
あ
り
ま
し
た
が
、
地
元
で
も
新
規

の
就
農
者
が
見
当
た
ら
な
い
状
況
で

す
。
ま
た
、
大
根
島
の
場
合
、
農
地

の
基
盤
整
備
・
集
約
化
も
難
し
い
状

況
で
す
。
水
田
の
よ
う
な
平
坦
な
農

地
も
少
な
く
、
降
雨
に
よ
る
表
土
流

出
が
予
想
さ
れ
、
基
盤
整
備
が
困
難

な
畑
地
が
多
く
あ
り
ま
す
。
隣
接
し

た
畑
地
で
あ
っ
て
も
土
壌
の
性
質
に

大
き
な
相
違
が
あ
り
、
集
約
化
も
地

権
者
の
理
解
を
得
る
の
が
難
し
い
状

況
で
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
農
地
を

守
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が

あ
り
ま
す
の
で
紹
介
し
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
名　

①
大
根
島
牡
丹
協
議
会　

　

耕
作
面
積　

約
44
ヘ
ク
タ
ー
ル

②
農
業
保
全
会
で
の
農
地

　

維
持
管
理　

　

耕
作
面
積　

約
86
ヘ
ク
タ
ー
ル

③
農
業
保
全
会
で
の
環
境
保
全

　

活
動　

　

耕
作
面
積　

約
35
ヘ
ク
タ
ー
ル

④
大
根
島
そ
ば
生
産
組
合　

　

耕
作
面
積　

約
40
ヘ
ク
タ
ー
ル

（
次
項
に
続
く
）

地域農業の将来に関するアンケート結果

資料：松江市農業委員会だより
　　　「あさつゆ」第 41号
　　　（令和 2年 11月発行）

①調査の概要 ②アンケート結果の概要（回答者数/1,906名）

② アンケート結果の概要（回答者数 /1,906 名）

⑴実施期間／令和元年
　　　　　　11月8日から
　　　　　　12月25日

⑵実施方法／水稲生産実施計画
書を提出しておら
れる農業者の皆様
に郵送法により実
施しました。

⑶調査票送付部数／5，757部

⑷集　　落　　数／407集落

⑸有 効 回 答 数／1，906部

⑹有 効 回 答 率／33.1%

6%

17%
18%

21%12%

26%

10%

15%

39%

28%

8%

1～3年程度
4～5年程度
5年以上10年以内
10年以上
その他
無回答

何もしなくてよい
地域農業の中心となる経営体に農
地を集積し、そこに若い人が参加
していくことが必要だと思う
今後、地域の中心となる経営体を
創出し、その経営体に農地を集積
したり、若い人が参加することが
必要だと思う
その他
無回答

今後の経営の継続について

自身の集落・地域内の農業を持続可能なものに
するために必要なこと

18%

21%

26%

39%

28%
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肥
沃
な
農
地
で
の
営
農

渡部　卓也さん
（馬渡）

 

渡
部
（
卓
）：
農
業
生
産
者
が
多
く
お
ら

れ
る
時
代
な
ら
、
牡
丹
苗
木
も
雲
州

人
参
も
農
家
か
ら
買
い
付
け
す
れ
ば
、

農
家
の
方
も
喜
ば
れ
ま
す
。
し
か
し

農
業
生
産
者
が
少
な
く
な
る
と
、
八

束
町
が
産
地
で
は
な
く
な
る
と
い
う

危
機
感
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
農
業
生
産
法
人
と
し
て
農
業

に
従
事
し
て
み
る
と
、
農
産
物
の
低

価
格
に
驚
か
さ
れ
、
経
験
不
足
か
ら

出
荷
で
き
な
い
農
産
物
も
大
量
に

作
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

役
員
、
正
社
員
は
農
業
経
験
の
な
い

素
人
ば
か
り
で
し
た
が
、
耕
作
放
棄

地
を
借
り
受
け
な
が
ら
農
業
経
験
者

（
篤
農
家
）
と
一
緒
に
な
っ
て
取
組

み
、
今
で
は
若
い
機
動
力
の
あ
る
未

経
験
社
員
と
が
融
合
し
た
会
社
に
な

り
ま
し
た
。

経
営
面
積
：
41
．８
ヘ
ク
タ
ー
ル

作
付
面
積
：
そ
ば　

16
ヘ
ク
タ
ー
ル

（
裏
作
：
菜
種
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

牡
丹　

10
ヘ
ク
タ
ー
ル

施
設
牡
丹
（
温
度
管
理
）

０
．５
ヘ
ク
タ
ー
ル

雲
州
人
参　

２
ヘ
ク
タ
ー
ル

春
ジ
ャ
ガ
イ
モ　２

．５
ヘ
ク
タ
ー
ル

秋
ジ
ャ
ガ
イ
モ　
１
ヘ
ク
タ
ー
ル

レ
タ
ス　

０
．８
ヘ
ク
タ
ー
ル

従
業
員
：
32
名
（
役
員
５
名
、

正
社
員
６
名
、
準
社
員
２
名
、

パ
ー
ト
11
名
、
業
務
委
託
８
名
）

岩
田
：
弊
社
は
、
令
和
４
年
よ
り
大
根
島

で
営
農
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
八

束
町
の
皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
大
根
島
の
美
し
い
風
景
、
野
菜

の
美
味
し
さ
、
優
し
く
温
か
い
空
気

感
は
長
年
住
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
方

に
は
当
た
り
前
の
こ
と
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
私
自
身
毎
日
新
し
い
発
見

と
感
動
を
受
け
て
い
ま
す
。
雲
州
人

参
や
牡
丹
の
栽
培
に
つ
い
て
は
、
年

代
ご
と
の
栽
培
工
程
の
多
さ
、
高
度

な
技
術
習
得
の
必
須
と
、
栽
培
に
取

り
組
め
ば
取
り
組
む
ほ
ど
、
一
朝
一

夕
に
は
で
き
な
い
こ
と
を
身
に
染
み

て
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
大
根

島
で
以
前
か
ら
伝
承
さ
れ
て
い
る
栽

培
方
法
を
、
地
域
の
農
業
者
の
方
か

ら
ご
教
授
い
た
だ
き
実
践
す
る
こ
と

が
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
目
標
で
す
。

吉岡　郁夫さん
（遅江）

 

吉
岡
（
郁
）：
私
は
、
は
ま
ぼ
う
ふ
う
と

ニ
ン
ニ
ク
を
作
付
け
し
て
い
ま
す
が
、

別
の
野
菜
も
作
っ
て
み
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
農
地
に
関
し
て
は
、
八

束
地
区
農
業
保
全
会
（
会
員
18
名
）

で
、
約
86
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
を
保

全
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
会
員
も

減
少
す
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
法
人

の
会
員
に
力
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
市
農
業
委

員
会
は
、
新
規
就
農
者
に
対
し
資
金

面
、
農
家
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
等
の
対

策
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
私
達
３

人
の
委
員
に
、
ご
相
談
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

渡
部
（
文
）：
私
は
、
牡
丹
と
そ
ば
を
作
っ

て
い
ま
す
。
そ
ば
を
作
り
始
め
た
の

は
、
牡
丹
苗
を
作
っ
て
い
る
周
辺
で

ア
ワ
ダ
チ
草
の
繁
茂
が
多
く
な
り
、

保
全
管
理
の
た
め
に
そ
ば
の
作
付
面

積
が
徐
々
に
増
え
ま
し
た
。
私
は
妻

と
毎
日
農
業
に
従
事
し
て
い
ま
す
が
、

日
頃
か
ら
Ｊ
Ａ
の
牡
丹
販
売
の
努
力

を
見
て
お
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
状
況
の
中
、
一
例
を
話
し
ま

す
。
牡
丹
苗
は
１
年
生
と
し
て
出
荷

す
る
の
に
シ
ャ
ク
ヤ
ク
の
種
を
播
い

て
か
ら
３
年
が
か
か
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
１
本
当
た
り
の
販
売
単

価
は
２
０
０
円
台
で
す
。
こ
の
価
格

で
は
牡
丹
栽
培
を
し
よ
う
と
い
う
担

い
手
は
育
た
な
い
の
が
現
状
で
す
。

そ
の
た
め
こ
こ
数
年
、
牡
丹
栽
培
農

家
が
急
激
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
今
、

島
根
の
ブ
ラ
ン
ド
品
が
一
つ
消
え
そ

う
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

吉
岡
（
敏
）：
私
は
、
そ
ば
５
０
０
ア
ー
ル
、

か
ぼ
ち
ゃ
40
ア
ー
ル
、
は
ま
ぼ
う
ふ

う
10
ア
ー
ル
、
ニ
ン
ニ
ク
５
ア
ー
ル

を
作
付
け
し
て
い
ま
す
が
、
現
状
の

個
人
経
営
体
で
は
労
働
力
の
確
保
が

難
し
く
、
収
益
の
向
上
に
繋
が
り
ま

せ
ん
。
渡
部
さ
ん
の
話
に
も
あ
り
ま

し
た
が
、
今
後
も
農
業
を
継
続
す
る

な
ら
ば
、
以
下
の
対
策
が
必
要
で
す
。

ま
ず
、
①
グ
ル
ー
プ
で
助
け
合
い
に

よ
る
労
働
力
の
確
保
と
、
営
農
組
合
、

又
は
法
人
化
に
よ
る
労
働
力
の
確
保
。

②
高
収
益
作
物
（
か
ぼ
ち
ゃ
、
レ
タ

由志園の施設牡丹（温度管理）栽培
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ス
、
は
ま
ぼ
う
ふ
う
等
）
の
栽
培
と
、

大
根
島
の
特
産
物
の
復
活
。
③
農
地

の
集
約
化
に
よ
る
作
業
の
効
率
化
と
、

雲
州
人
参
、
牡
丹
栽
培
に
お
け
る
作

業
の
分
業
化
に
よ
る
生
産
効
率
の
向

上
等
。
④
積
極
的
に
農
地
を
無
償
提

供
す
る
。
以
上
の
４
点
が
、
健
全
経

営
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
必
要
な
対

策
と
考
え
ま
す
。

渡
部
（
卓
）：
今
後
、
牡
丹
と
雲
州
人
参

の
生
産
に
携
わ
ろ
う
と
す
る
新
規
就

農
者
（
法
人
含
む
）
は
、
ま
ず
現
在

経
営
し
て
い
る
農
家
、
ま
た
は
農
業

生
産
法
人
等
の
組
織
団
体
で
実
務
経

験
を
積
み
、
栽
培
技
術
の
習
得
だ
け

で
な
く
、
農
地
の
良
し
悪
し
の
見
分

け
方
（
土
地
の
利
用
履
歴
）
な
ど
、

大
根
島
の
地
域
特
性
の
把
握
を
行
う

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

毎
年
投
資
が
続
き
大
量
の
在
庫
と
し

て
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
る
生
産
物
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
に
つ
い
て
も
十
分
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。岩田　政彦さん

（事務所・二子）

 

岩
田
：
大
根
島
で
の
営
農
面
積
は
、
そ
ば
・

菜
の
花
２
０
０
ア
ー
ル
、
レ
タ
ス
40

ア
ー
ル
、
か
ぼ
ち
ゃ
30
ア
ー
ル
、
そ

の
他
の
野
菜
30
ア
ー
ル
、
雲
州
人
参

５
ア
ー
ル
、
牡
丹
は
今
年
度
か
ら
開

始
し
ま
す
。
令
和
４
年
よ
り
、
八
束

町
内
生
産
者
と
の
共
同
作
付
け
も

行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
農
業
従
事

者
１
名（
岩
田
）と
、非
常
勤
４
名（
八

束
町
在
住
農
業
者
）
で
運
営
し
、
由

志
園
ア
グ
リ
フ
ァ
ー
ム
と
業
務
提
携

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
雲
州
人
参
協

議
会
と
牡
丹
協
議
会
、
ま
た
環
境
保

全
型
農
業
の
会
に
も
入
会
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
弊
社
を
受
け
入

れ
て
い
た
だ
い
た
寛
容
な
八
束
町
の

皆
様
と
の
、
人
と
人
と
の
繋
が
り
を

持
て
た
こ
と
が
、
現
時
点
で
の
一
番

の
成
果
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

池
田
（
司
会
）：
本
日
は
、
八
束
町
の
農
地
・

農
業
に
つ
い
て
、
市
の
農
業
委
員
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
皆

様
、
そ
し
て
本
町
で
農
業
生
産
法

人
と
し
て
農
業
に
携
わ
り
頑
張
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
皆
様
と
の
座
談

会
を
企
画
し
ま
し
た
。
こ
の
対
談

内
容
が
農
業
に
関
心
の
あ
る
方
の

指
針
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
最
後

に
な
り
ま
す
が
、
昨
年
１
月
か
ら

大
根
島
で
営
農
を
ス
タ
ー
ト
さ
れ

た
、
㈱
Ｔ
Ｓ
Ｋ
農
縁
の
岩
田
政
彦

営
農
事
業
部
長
さ
ん
に
、
大
根
島

で
の
特
徴
的
な
取
組
み
に
つ
い
て

の
お
話
し
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
情
報
発
信

岩
田
：
先
ほ
ど
も
話
し
ま
し
た
が
、
大
根

島
の
美
し
い
風
景
や
温
か
い
空
気
感

を
よ
り
多
く
の
方
々
に
、
年
代
、
地

域
を
問
わ
ず
「
共
感
」
し
て
頂
く
方

法
の
一
つ
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
会
社

の
Ｔ
Ｓ
Ｋ
さ
ん
い
ん
中
央
テ
レ
ビ
と

共
同
で
、
週
一
度
のｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
発
信
と
、
四
半
期
毎
の
地
上
波
放

送
を
行
っ
て
い
ま
す
。
番
組
の
中
で

は
、
大
根
島
の
良
い
と
こ
ろ
ば
か
り

で
は
な
く
、
地
方
共
通
の
課
題
で
も

あ
る
農
業
の
担
い
手
不
足
、
耕
作
放

棄
地
問
題
に
も
焦
点
を
当
て
、
ま
た

故
郷
を
次
世
代
に
繋
い
で
い
こ
う
と

さ
れ
る
様
々
な
取
組
み
を
取
り
上
げ

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
後
も
継
続
し

て
発
信
す
る
計
画
で
す
。

池田　均
（遅江）

 

池
田
（
司
会
）：
本
文
の
2
ペ
ー
ジ
に
、「
大

塚
山
周
辺
の
牡
丹
畑
と
雲
州
人
参
畑

等
」
の
写
真
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
写

真
は
、
23
年
前
の
２
０
０
０
年
春
に

撮
影
さ
れ
た
も
の
で
す
。
冒
頭
、
吉

岡
敏
弘
さ
ん
が
話
さ
れ
た
、「
何
処
を

見
渡
し
て
も
キ
チ
ン
と
手
入
れ

さ
れ
た
大
根
島
の
畑
」
を
表
す

一
枚
の
写
真
で
す
。
今
は
ど
う

で
し
ょ
う
。
残
念
な
が
ら
21
世

紀
に
な
っ
て
か
ら
僅
か
23
年
で

一
変
し
ま
し
た
。
先
人
か
ら
受

け
継
い
だ
「
肥
沃
な
農
地
」
を
、

皆
さ
ん
の
知
恵
で
再
生
し
た
い

で
す
ね
。
本
日
は
、お
忙
し
い
中
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ＴＳＫ農縁の営農風景

テレビ放映の模様
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あ
と
が
き

大
根
島
⑫   「
肥
沃
な
農
地
」

昭
和
25
年
頃
は
、約
４
０
０

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
に
約

２
１
０
０
人
が
就
業
。明
治
以

降
、こ
の
肥
沃
な
農
地
を
活
用

し
、種
々
の
特
産
作
物
を
生
産
。

①
養
蚕
業
は
、明
治
５
年
頃
、松

江
藩
が
実
生
桑
苗
を
配
布
し
栽

培
を
奨
励
。明
治
23
年
、寺
津
地

区
に
養
蚕
伝
習
所
が
開
設
さ

れ
る
な
ど
、昭
和
30
年
頃
ま
で
、

県
下
で
も
有
数
の
繭
生
産
地
と

な
る
。一
方
、②
雲
州
人
参
栽
培

は
、江
戸
末
期
の
天
保
時
代
、松

江
藩
の
直
轄
畑
と
し
て
栽
培
さ

せ
た
の
が
最
初
。昭
和
35
年
頃

か
ら
、生
糸
価
格
の
暴
落
等
に

よ
り
、養
蚕
業
は
衰
退
し
、相
前

後
し
て
取
引
価
格
の
良
い
雲
州

人
参
栽
培
農
家
が
増
加
。③
牡

丹
苗
木
栽
培
は
、昭
和
30
年
代

か
ら
平
成
初
期
に
か
け
て
、接

ぎ
木
や
低
温
技
術
開
発
等
に

よ
り
、採
算
に
合
わ
な
く
な
っ

た
雲
州
人
参
に
代
わ
る
特
産
作

物
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る

が
、肥
沃
な
農
地
の
現
状
は・・・　

「
ど
う
す
る
大
根
島
」。�

（
池
）

【
出
典
・
解
説
】

　

中
村
元
博
士
が
生
き
る
心
が
ま
え
に
つ
い
て
述
べ
た
中
の
言
葉
。

　
「
・
・
・
人
に
何
か
を
与
え
る
時
に
は『
三さ

ん

輪り
ん

清し
ょ
う

浄じ
ょ
う』と
い
う
こ
と
が
必
要

に
な
り
ま
す
。つ
ま
り
、施
す
主
体
と
、施
さ
れ
る
相
手
と
、そ
の
間
に
渡
さ

れ
る
も
の
と
、そ
の
三
つ
が
清
ら
か
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。『
俺
が
あ

い
つ
に
こ
う
い
う
こ
と
を
し
て
や
っ
た
の
だ
』と
い
う
よ
う
な
、そ
う
い
う

思
い
が
あ
る
時
は
、『
俺
』と『
あ
い
つ
』と『
こ
う
い
う
こ
と
』と
い
う
三
つ

が
と
ど
こ
お
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。そ
う
で
は
な
く
て
、そ
う
い
う
こ
と
を

忘
れ
た
清
ら
か
な
気
持
ち
で
人
々
に
物
を
与
え
、奉
仕
す
る
こ
と
、こ
れ
が

あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
い
う
の
で
す
。」

（
中
村
元
『
原
始
仏
典
Ⅱ
人
生
の
指
針
』
よ
り
。）

【
出
典
・
解
説
】

中
村
元
博
士
が
恩
返
し
に
つ
い
て
述
べ
た
言
葉
。

「
父
母
の
恩
は
、
わ
れ
わ
れ
の
も
の
ご
こ
ろ
つ
く
以
前
か
ら
受
け
て
い
る

わ
け
で
す
。
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
に
気
づ
か
な
い
け
れ
ど
、
し
か
し
『
恩
を

知
る
』
と
い
う
心
が
け
が
大
切
で
す
。　
『
知
恩
』
と
い
う
語
が
仏
典
に
出

て
き
ま
す
。

京
都
の
知
恩
院
の
『
知
恩
』
で
す
。
そ
れ
は
『
人
か
ら
な
さ
れ
た
こ
と

を
知
る
』
と
い
う
も
と
の
意
味
で
す
。
そ
こ
か
ら
知
恩
の
念
が
起
き
て
き

ま
す
。・
・
・
」

（
中
村
元
『
仏
典
の
こ
と
ば
︱
現
代
に
呼
び
か
け
る
知
慧
』
よ
り
。）

【
出
典
・
解
説
】

「
ほ
う
っ
て
お
け
ば
、
人
間
と
い
う
も
の
は
、
勝
手
な
こ
と
を
す
る
。
だ

か
ら
反
省
し
て　

と
と
の
え
る
、
制
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

『
己
れ
に
打
ち
克
っ
て
正
し
い
生
き
方
を
す
る
』
と
い
う
こ
の
精
神
は
、

た
ん
に
個
人
個
人
に
つ
い
て
の
問
題
で
は
な
く
て
、
現
代
で
は
利
益
団
体

と
他
の
利
益
団
体
、
国
家
と
国
家
と
の
相
克
に
つ
い
て
、
と
く
に
要
請
さ

れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
、
強
国
の
国
家
権
力
が
自
己
に
打
ち
克

ち
理
法
に
従
う
と
い
う
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
人
類
は
破
壊
す
る
の
み
で
あ

る
。・
・
・
」

（
中
村
元
『
構
造
倫
理
講
座
Ⅱ
〈
生
き
る
道
〉
の
倫
理
』
よ
り
。）

【
出
典
・
解
説
】

中
村
元
博
士
が
法
華
経
の
教
え
を
紹
介
す
る
中
で
述
べ
た
言
葉
。

「
・
・
・
こ
こ
で
は
、
わ
れ
わ
れ
は
気
づ
か
な
い
け
れ
ど
も
、
た
い
せ
つ

な
宝
を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
、
と
い
う
こ
と
を
説
い
て
い
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
、
も
っ
と
も
た
い
せ
つ
な
〈
生
命
〉
は
、
み
ず
か

ら
求
め
て
得
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
求
め
な
い
の
に
与
え
ら
れ
た
の

で
す
。
わ
れ
わ
れ
の
所
有
す
る
品
物
も
、
け
っ
き
ょ
く
求
め
な
い
の
に
手

に
入
っ
た
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
に
気
づ
け
ば
、
お
の
ず
か

ら
感
謝
の
気
持
ち
が
湧
き
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。」

（
中
村
元
『
大
乗
仏
典
Ⅱ
法
華
経
』
よ
り
。）

令
和
四
年
八
月
掲
示

令
和
五
年
九
月
掲
示

令
和
五
年
十
月
掲
示

令
和
五
年
十
一
月
掲
示

　松江市出身でインド哲学・仏教学の世界的権威、中村元博士が残した慈
しみあふれる言葉を、八束町中央の「八束複合施設」正面玄関東横にある掲
示板で毎月紹介します。掲示内容は「中村博士自身が述べた言葉」の中か
ら、中村元記念館の加藤千乃学芸員が選び、公民館で書道を学ぶ「中央書道
サークル（橘淳子代表）」のメンバーが中心となって毛筆でしたためます。

中村元博士が残した
『慈しみあふれる言葉』を紹介します●⓬

〈左から〉
藤井教公　中村元記念館館長　北海道大学名誉教授
釈 悟 震　中村元記念館東洋思想文化研究所副所長
　　　　　スリランカ国立ベーラデニヤ大学客員研究員


